






























〔まとめ〕 

1)血友病など血液疾患の集計は,血反病班会議の集計とも比較的よく一致し,血液疾患にお

ける小児特定疾患の制度は,可成りよく活用されていると思われた。 

2)悪性新生物の集計は,累積生存患者数の一つの指標として使用しうると思われた。 

3)今後への反省として 

a)診断名不明の都道府県を極力減少させる。 

b)悪性新生物については,ICD との兼ね合いが問題であるが,コード化における改善策が必

要と思われる。 

C)初診(発病)から転帰まで,一貫した追跡が行なえる方式が必要である。 

d)診療日数(入院日数・通院日数)の実際の数が判ることが望ましい。 


